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３年生 学年だより 

 

私学入試が終わりました。 
 

入試対策の授業や出願・面接練習など、いままでの取り組みとは少し違うことがたくさん

ありました。入試前は「さぁ、頑張ろう」「しっかり授業受けよう」という全体の雰囲気が漂

っていましたが、当日の出来はどうでしたか？ 

「もっとがんばっておけばよかった」という後悔や不安で、気持ちが落ち着かなくなると

思います。どうしても人と比べてしまいがちですが、自分のやってきたことに自信を持ちま

しょう。 

初めて受験に臨み、力を出し尽くしてとても疲れたと思います。もちろん、疲れをとるた

めにリラックスすることは大切です。みんなと雑談したり、楽しんだりすることも大切です。

しかし、中には公立高校を第一志望にしているひともいます。何度も何度も言われているこ

とですが、「自分だけ終わればよい。」「自分だけよければよい」という考えはやめてください。 

 

「一人も残さず、最後のひとりまで」 

 

 

卒業式の取り組み 
学活の時間で「卒業のことば」の作成の取り組みをしました。１・２年生の頃のことを思

い出して自分たちはどうだったか、頑張れていたこと、反省しなくてはならなかったこと、

成長したこと、いろんなことに悩んだり、仲間とぶつかったり…また、これからの夢や希望、

後輩へ伝えたいことなどを書きだしました。これから、みんなの言葉と言葉をつなぎ合わせ

て１つのものに仕上げていきます。みんなの思いのこもった素晴らしい文章を「夢バトン」

として渡し、卒業式をますます感動的なものへと盛り上げて欲しいと思います 

 

 

残りの中学校生活が少なくなってきました。１日１日を大切に。 

仲間といる時間を大切に。 

 


